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次元~ α β γ
3D Ⅰsing 鰭 A % 級数展開法
_2D Ⅰsing Q+ ■% 7左J 厳密解
Heisenberg LRO な し
1D Ⅰsing Jij-1/Rl+S(1>S>0)のときには相転移あり.
















































































< lM針 2 > Joγk (14)
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A,Bでの甲の差が 加 であるoもちろんTcの近 くでAで→ 0となるo このとき次の
ようにβを定義する｡



















































I- 1 - Lil-.(票
C斑- o ≡ - Lijm｡
)T,Ⅹ～Er(T>Tc)･Eγ′(T<Tc)
(ll)






























α′ β γ′ 〝′ ♂ 甲 α γ 〟
古 典 論 0 -⊥不連続 2 1 12 3 00 不連続 I 12
3-dⅠsing(RPA) 12 1
3丁dHeisenberg(RPA) 0 2
2-dⅠsing 0+ ⊥8 _ヱ_14 1 15 ･⊥4 0+ エ4 ･1

























































i x-1 (普 )2≦i cH- . , (H-0)
両辺の対数を取って,辺々-Pne(>Ofore≪ 1)で割ってやると,













Gl(Tc･70,-GIC-f o (普 )Tcdq
符o


























行∝Eβ , β-宛 ,
(24)
が求まる｡これは古典論の結果である｡ (24)の右辺の [ ]は E…汀-Tcl/Tcと
甲1/βとの一次の斉次関数である｡これを拡張して,一般に町 がまEと甲1/βとの,吹
数γの斉次函数であると仮定する｡
H- 岬 ( 8 , 7 1/P), (欽数 r) (25)
このγがすでに導入 したγと同じものであることはあとでわかる｡斉次函数であること
から
甲8γ as 甲- 0















相 = 0 - 6β (T<Tc) (29)
でなければならないことがわかる｡等温帯磁率は,Hを甲で微分すれば求まる｡つまり
xi1-ErQ′(甲/EP)～ 8γ (30)
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〟- 0のときには, 8-5となる｡ (63),(68)-(71)をcorrelationscaling
relationsという｡これらを導 くのに用いた仮定は thermodynamicscaling laws
を導くのに用いた仮定よりも強い仮定と考えられている｡なおある弱い仮定の下に
γ/y≦ 2-甲 (Fisher1969)
2-甲≦
d(♂-1)
a+1 (Buckingham-Gunton1969)
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2-甲 ≦
dγ′
2β+γ′ (Buckingham-Gunton1969)
なる不等式がえられることを附記しておく｡
最近のscalinglawsの解説として
大林康二,固体物理旦(1970)No,12,678.
鈴木増雄,物性 主星(1971)No.9,529.
を参照されたい｡
【追記】 極く最近K.G.Wilson(Phys.Rev.星室(1971)3174,3184_;Phys.
Rev.Letters些 (1972)240,548)は新 しい観点を導入してKadanoffのblock
pictureを発展させた｡ block間の有効相互作用を具体的に求めて変換法則 (55),
(56)を定め,ここでは未知数のままとした yおよび甲を決定する方法を見出した｡
現在古典的スピンで磁場零の場合に限られてはいるが,諸種の新 しい展開が予想され
る｡
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